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いのちの大切さを重んじ、患者さんとの相互信頼の上に立った医療をめざします。
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外科手術件数
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市立甲府病院の外科では8名の常勤医師により診療を行っています。消化器外科(内視鏡外科を

含む)、呼吸器外科、乳腺外科、 -般外科の領域を扱い、各分野に指導医、専門医を配置して、専門

的な高度の医療を行っています。

具体的には胃、大腸、肝、胆、牌、肺、乳腺など各種臓器の悪性腫瘍や良性疾患、消化管穿孔や虫垂炎、

憩室炎などの急性腹症、鼠径ヘルニアや痔疾患などを扱っています。

消化器内科との連携は非常に良好です。消化器内科で診断をしていただき、可能であれば内視鏡

治療などの内科的治療を優先していたたいています。外科的治療の必要がある際にはご紹介いただ

いて、外科で手術的治療を行う、という形で連携を重視しています。

患者様の治療方針につきましては科内のカンファレンスで方針を決めるようにしています。さら

には、他科医師、他職種ともカンファレンスを行って連携を深め「チーム医療」の実践に努めています。

また、がん診療に関しては 内科医、放射線治療医、放射線診断医、病理医、薬剤師、看護師等、

多職種スタッフにより充分な症例検討(キャンサーボード)を行い最善の治療を目指して行ってい

ます。

外科手術件数と鏡視下手術の比率
手術件数は徐々に増加してきていて、近年は年間

7 0 0例弱の手術件数となっています。

最近ば帯足度の高い低侵襲手術として腹腔鏡手術

の割合が急激に増加しています。

特に大腸がんは、早期、進行を問わず、ほとんど

を腹腔鏡で手術を行っています。

早期の胃がん、急性虫垂炎、鼠経ヘルニアなども

腹腔鏡の割合が高くなっています。

鼠経ヘルニア手術は年間1 6 0例以上を行いその

2 / 3程度を腹腔鏡で行っています。
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2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

鏡現下手術数 ̃その他手術 鏡視下手徒事

昨年、 2 0 2 0年には与0%以上力朋夏腔鏡手術となりました。

当院の基本理念は「いのちに光を、心にやすちぎを」です。外科でもこれを基本理念として、患

者さんは帯足してもらえる医療を目指して日々精進しています。



当科では脊椎外科、関節外科、スポーツ整形、手外科、外傷の診療を中

心に行っています。

脊椎外科は脊椎脊髄外科指導医2人を中心とし、椎間板ヘルニアや脊柱

管狭窄症はもとより脊柱変形までも治療可能です。関節外科については、

一般的な人工関節置換術に加え、高度な人工股・膝関節の再置換術につい

ても取り組んでいます。スポーツ外傷において問題となる肩・膝関節の損

傷についても、関節鏡を用いた小侵襲手術において経験豊富な医師が治療

にあたっています。手外科スペシャリストの医師より、肘から指にかけての疾患を専門的に治療し

ています。外傷など緊急性のあるものについても随時対応いたします。

手術治療だけでなく、変形性膝関節症などに対する

P R P(多血小板血襲)療法、足底腱膜炎など対する

拡散型外衝撃波療病治療術(E SWT).当科で共同

開発した歩行訓練支援機器「KA I-R(カイアール)

KR-1 0 0 0=写真」による人工膝関節置換術後の

リハビリ治療も積極的に行っています。

これからもご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

泌尿器科は4名態勢で診療を行っています。田遷先生

が院長に就任され多忙のために戦力ダウンは免れないと

ころですが、日々頑張っております。

当科では、尿路結石、前立腺肥大症などの排尿障害、

前立腺癌・膀胱癌・胃癌などの泌尿器癌を主に扱ってい

ます。特に尿路結石については県内随-の治療実績があ

り、全国的にみてもトップクラスの症例数です。

泌尿器科領域では手術支援ロボット(ダ・ヴィンチ)を用いた手術が広まっているのですが、残念

ながら当院にはまだ導入されていません。ですが、腹腔鏡手術は犬塚医師を中心に積極的に行って

おり、ロボット手術に劣らない治療成績を出せていると思います。

他には、膀胱癌を一塊切除する内視鏡手術や顕微鏡下の精索静脈癌手術も先駆けて導入しています。

大病院には難しい小回りが効くことを強みに、他科と協力しながら、地域に貢献できより良い医

療が提供できるように頑張っていきたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。
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当科の常勤医師は4名ですがそのうち、産婦人科

専門医: 4名全て、産婦人科指導医: 2名、母体保

護法指定医: 3名です。

県内で分娩を取り扱う病院は当院を含め8施設の

みです(診療所を除く)。 2 0 2 0年の当院の分娩数

は341件(そのうち帝王切開87例、 2与,与%)

でした。

産科診療の特色としては4 Dエコーを用いた超音波診断を積極的に行っている点です。

4 Dエコー写真を提示します。

産科だけでなく、悪性腫瘍も含めた婦人科診

療もしています。 2 0 2 0年の婦人科手術数は

6 3件でした。

当院眼科では、近視や遠視、乱視など屈折異常、斜視弱視、

調節障害いわゆる老眼、外眼筋麻痺や開散麻痺など眼球運動障

害に伴う複視、眼外傷による眼球打撲や眼嵩底骨折、逆さまつ

げや眼瞼腫瘍、眼瞼下垂など眼瞼疾患、ドライアイやアレルギー

性結膜炎、翼状片など角結膜疾患、白内障、緑内障、糖尿病網

膜症などの網膜硝子体疾患、ぶどう膜炎、視神経炎等、眼科全

般にわたり幅広く診療を行っております。目について相談した

い患者様がいらっしゃいましたらお気軽に御紹介下さい。
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また、網膜静脈閉塞症や糖尿病網膜症による黄斑浮腫のため視力低下している症例に対して、近年、

抗VEGF抗体を眼内に注射する治療が行われるようになっておりますが、当科でも本療法を行って

おりますので、これら症例や高血圧や糖尿病があり、これら網膜疾患が疑われる患者様がいらっしゃ

いましたら、御紹介いただければ幸いです。

抗VEGF抗体硝子体内注射実施件数

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

0 30 48 43



歯科口腔外科部長の新中(にいなか)と申します。東京医

科歯科大学卒業後顎顔面外科に入局、博士課程、米国留学、

千葉県の市中病院歯科口腔外科科長、顎顔面外科助教、山梨

大学歯科口腔外科講師、埼玉県の市中病院歯科口腔外科部長

(東京医科歯科大学非常勤講師)を経て2 0 1 8年1 0月よ

り当科に赴任し現在に至ります。

スタッフは常勤歯科医師2名(非常勤2 )、常勤歯科衛生士1名(非常勤2 )の少数精鋭で日々の

診療に臨んでおります。顎骨関連疾患(顎変形症、外傷、嚢胞、腫瘍、ARONJ)を中心に抜歯、顎関節症、

感染症、粘膜疾患など一般口腔外科疾患の治療を行っています。病巣の範囲や治療内容、不安や痛

みに弱いかなどから局麻、笑気麻酔、静麻、仝麻と対応し、入院症例は年間で約2 4 0例(半数は全麻)

となっています。

しかしながら、昨今のCOV I D- 1 9感染拡大に伴い、口腔内ではエアロゾル発生の危険性が高

いことから、入院には全例P C R検査を行っております。 P C R検査およびワクチン接種に関しては

厚労省の研修を修了し対応しています。

地域の皆さんに少しでも貢献できるよう日々精進致します。今後とも引き続きよろしくお願い申

し上げます。

楽 月 火 水 木 金 

AM 外来診察 外来診察 外来診察 外来診察 手術室 

PM 手術室 外来手術 外来手術 外来手術 手術室 

*外来手術は月̃木午後に行いますが完全予約制です
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先天的な身体外表の形状異常および外傷や腫瘍による皮膚組織欠損・癖

痕拘緬など、形成外科全般の診療および手術を行っています。

主に顔面の外傷・骨折や手指・爪の小外傷、眼瞼下垂症、植皮術も含め

た熱傷および癖痕拘縞の治療、皮膚腫瘍の切除とその再建を行っています。

裾瘡や糖尿病性壊症、重症化下月墟血に対しては内科的な基礎疾患の治

療が最も重要ですが、悪化や苦痛の軽減を目的に局所治療での介入を行っ

ています。

また、信州大学形成外科・長野県立ことも病院と連携して『口唇口蓋裂』

『漏斗胸』 『血管腫・血管奇形』の専門外来を、リンパ浮腫ケアを専門スタッフが行っています。

当科においては、患者さんごとに処置や診察に要する時間が大きく異なり、疾患内容によっては受診

する科が他科へ変更になることがあります。緊急性のない予約外での来院では、長時間お待たせする場

合が多くなりますので、地域医療連携担当経由によるF A X予約をご利用ください。

なお、 F AX送信の際には、 「受診日的」や「病名」がわかる内容を記載してくださいますようお願い

いたします。

また、当日受診を希望される場合も事前に形成外科外来窓口へご-報をお願いいたします。

【FAX予約】

市立甲府病院 地域医療連携係FAX: 0与与-220-2660

【当日受診連絡】

市立甲府病院 形成外科外来窓口 丁E」:0与与-244-1111 (代) (内線20与1へ20与2)

皮膚疾患のすべてを幅広く診療し、再来患者の予約制を導入して待ち時間の短縮に努めています。

アトピー性皮膚炎については年齢、重症度などを考慮し、スキンケアなど外用療法を中心とした治

療と指導を心がけており、難治例では指導の意味も含め、入院治療を行うこともあります。

レーザー治療の適応となる色素性病変は形成外科に紹介しています。尋常性癖賞や、脂漏性角化

症などには液体窒素による凍結療法。乾癖には内服、ビタミンD軟膏やステロイド軟膏の外用療法

のほかP U V A療法の併用も行っています。

帯状癌疹には抗ウイルス剤の外用、内服を行い、重症例では入院加療。薬疹症例では薬剤過敏症カー

ドを発行して、各種試験の結果を記載し、再発防止に役立てています。脱毛症の治療ではステロイ

ド剤、血行促進剤の外用、液体窒素療法、また難治例では局所免疫療法も行っています。

市川 健(いちかわ たけし)科部長

公益社団法人日本皮膚科学会専門医

医療設備:紫外線照射装置、ダーモスコピー、スーパーライザー

月曜から金曜の午前。午後は入院患者処置や手術。

外来手術は特に手術目は設けず空き時間を利用して行っています。
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耳鼻咽喉科では耳、鼻、口腔、咽頭、頚部、甲状腺、

めまい、顔面神経麻痺など幅広い疾患に対応させて

いただいております。手術においては鼻副鼻腔、耳、

口腔、扁桃、声帯、甲状腺、頚部手術などを行なっ

ており、侵襲の少ない、安全で短期間入院での手術

を心がけています。

今回、最近導入したリティシバによる鼓膜再生治

療をご紹介いたします。

リティシバは一昨年に保険収載された、鼓膜穿孔に対する新しい治療薬です。従来、鼓膜穿孔に対しては、

耳後部を切開、自家組織を採取、新鮮化した穿孔部に接着する鼓膜形成術が、主に施行されていました。

リティシバは自家組織を用いず、細胞増殖因子であるb F G F (トラフエルミン)を合ませたゼラチンス

ポンジを、新鮮化した鼓膜穿孔部に挿入、国定することで、鼓膜再生を促し、正常鼓膜に近い構造で、鼓

膜穿孔を閉鎖させる薬剤です。

成人では、局所麻酔下外来手術も可能です。閉鎖率も高く、鼓膜以外に手術操作を加えないため、低侵襲、

短時間というメリットがあります。中耳の状態によっては他の治療法をおすすめする場合もありますが、

鼓膜穿孔による耳漏や難聴に悩まされている患者さんにとって、有用な治療と考えております。

鼓膜穿孔のある患者さんがいらっしゃいましたら、ご紹介いただければ幸いです。

鼓膜再生の機序

穿孔の新鮮化 治癒過程

≡寒量≡

臆二二二二二二「」二二二二二「
穿孔閉鎖

脳神経外科では、脳卒中(くも膜下出血、脳出血、脳梗塞など)

や頭部外傷の急性期治療を中心に脳神経外科疾患全般の診療を

行っています。

′l当院ならでは′′と言うような特色はありませんが、患者のニー

ズに応じた丁寧で親切な診療を心掛けております。

脳卒中の再発予防治療や医療相談などにも対応しておりますの

で、対象症例がございましたら是非お気軽に御相談ください。
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立 府病院 外来診療担当 医表 
◎予約外(新患)の患者さんについては、 ★印の医師が担当しますのでご確認をお願いします。 令和3年1 〇月1日 現在

診療科(担当部門) 
午前 

月 火 水 木 金 
午後 

内科 (午後は予約患者のみ) 

総合内科 
午前 ★岩崎 康- ★岩崎 康一 ★岩崎 康- ★岩崎 康- ★岩崎 康- 
午後 

呼吸器内科 

午前 
★小澤 克良 ★大木 善之助 ★小澤 克良 ★井上 修 ★菱山 千祐 
大木 善之助 菱山 千祐 

大木善之助 樋田和弘 大木善之助 樋田和弘 

午後 

大木 善之助 小澤 克良 小澤 克良 大木 善之助 大木 善之助 
菱山 千祐 大木 善之助 大木 善之助 菱山 千祐 菱山 千祐 
樋田 和弘 

樋田和弘 大越広貴 大越広貴 佐藤宰 

循環器内科 
午前 

★斉藤 幸生 ★瀧島 勲 ★沢登 貴雄 ★鈴木 浩二 ★猪股 大智 
猪股 大智 沢登 寅雄 沢登 貴雄 

午後 鈴木 浩二 
沢登寅雄 斉藤幸生 

瀧島 勲 

腎臓・膠原病 内科 

午前 ★秋山 大一郎 ★緒方 亮ニ ★緒方 亮ニ 
午後 秋山 大一郎 秋山 大一郎 

糖尿病・内分 泌内科 

午前 
新藤英夫 ★苅部豊彦 

★新藤 英夫 ★中村 傑 ★苅部 豊彦 

午後 
新藤 英夫 中村 傑 苅部 豊彦 新藤 英夫 
苅部 豊彦 中村 傑 苅部 豊彦 

消化器内科 
午前 

★雨宮 史武 ★門倉 信 ★雨宮 史武 ★門倉 信 ★田中 佳祐 
森 優喜 山口 達也 依田 宏貴 雨宮 史武 竹中 優美 
高橋 英 高岡 慎弥 田中 佳祐 安村 智生 

午後 安村 智生 
雨宮史武 竹中優美 

森 優喜 門倉 信 依田 宏貴 

精神科 休診 休診 休診 休診 休診 

神経内科 
午前 

富樫慎治 渡達翼 

富樫慎治 羽田貴礼 渡達翼 

富樫慎治 中村由紀 富樫慎治 渡遺翼 

富樫慎治 名取高広 渡達翼 

小児科 
午前 青山香喜 古本雅宏 青山香喜 伯書原祥 青山香喜 伯春原祥 青山香喜 古本雅宏 伯書原祥 柚津晋平 

午後 中西 太 柚津 晋平 中西 太 

沢登恵美 (午前のみ) 

外科 

消化器外科 午前 
★千須和寿直 ★若菜 弘幸 ★飯野 弥 ★角田 元 飯野 弥 

千須和寿直 ◇角田元 

若菜 弘幸 ★福島 久貴 

呼吸器外科 午前 松岡 弘泰 松岡 弘泰 

乳腺外科 
午前 丸山 孝教 丸山 孝教 丸山 孝教 中山 裕子 
午後 

大腸肛門外科 午前 ★飯野 弥 飯野 弥 

整形外科 午前 予約外の方 

堀内 忠一 前川 慎吾 堀内 忠- 川崎 晋睦 前川 慎吾 
川崎 晋睦 中村 祐敬 ◇中村 祐敬 中村 祐敬 穴山 聡 
穴山 聡 

藤巻圭太 ◇川崎晋睦 

◇前川 慎吾 藤巻 圭太 

紹介鵜が城塞 紹介状が必襲 紹介状が必要 紹介状が必要 紹介状が必要 
〈初診も含む) 人数制限あり 人数制限あゆ 人数制限あ場 人類制限あゆ 人数制隕あり 

午後 (予約患者のみ) 

◇堀内 忠- 

◇前川慎吾 ◇川崎晋睦 ◇藤巻圭太 

◇堀内 忠- 

◇前川慎吾 ◇藤巻圭太 

形成外科 午前 池上 みのり 池上 みのり 池上 みのり 池上 みのり 

脳神経外科 午前 ◇西山 義久 西山 義久 山崎 栗美 西山 義久 山崎 莱美 

皮膚科 午前 市川 健 市川 健 市川 健 市川 健 市川 健 

泌尿器科 午前 
小室 三津夫 田遷 信明 犬塚秀康 田遷 信明 小室 三津夫 
★交代制 ★小室 三津夫 ★平岡 正義 ★交代制 ★犬塚 秀康 

産婦人科 

婦人科 午前 平井 光男 平田 希 小川 恵吾 高木 司 休診 

産科5 午前 小川 恵吾 平井 光男 高木 司 平井 光男 平田 希 

産科6 午前 

産科7 午前 平田 希 高木 司 平田 希 小川 恵吾 交代制 

眼科 
午前 間渕 文彦 間渕 文彦 間渕 文彦 間渕 文彦 間渕 文彦 

午後 ◇間渕 文彦 ◇飯島 裕幸 ◇間渕 文彦 ◇間渕 文彦 

耳鼻咽喉科 午前 
★山本 卓典 ★黄 淳- ★堀内 辰也 

交代制 
★黄 淳一 

◇堀内 辰也 ◇山本 卓典 ◇黄 淳一 ◇山本 卓典 

放射線診断科 画像診断 

午前 
塚本 達明 塚本 達明 塚本 達明 橋本 考明 塚本 達明 

橋本考明 岡田大樹 

橋本 考明 橋本 考明 渡選 裕陽 橋本 考明 

午後 

塚本 達明 塚本 達明 塚本 達明 橋本 考明 塚本 達明 
橋本 考明 橋本 考明 橋本 考明 渡達 宏希 橋本 考明 
荒木 拓次 渡違 千嘉 梅田 貴子 光田 浩二 

放射線治療科 治療 午前 ◇山田 貴志 ◇青木 真- ◇青木 真- 

麻酔科 午前 非常勤医師 非常勤医師 非常勤医師 非常勤医師 非常勤医師 

歯科口腔外科 午前′-午後 (◇金曜日は予約患者のみ午前診療) 新中 康史 新中 康史 新中 康史 新中 康史 ◇藤井英治 ◇新中康史 

中里 桂一郎 中里 桂一郎 中里 桂一郎 中里 桂一郎 ◇中里 桂一郎 

緩和ケア内科 午前…午後 
◇小林 薫 

注)完全予約制です。(予約に ついては、事前に電話でお問い合わせ下さい。) 

〔注意〕外来受付時間は午前8:30-11:○○ 午後の診療は’予約患者様のみ’’となっています。 

8

ご紹介頂いた医師が診察できない場合は、他の医師が診察する場合がありますが、予めご了承願います。
◇ :予約患者のみ


